
 

＜香取海匝地域保健医療連携・地域医療構想調整会議＞ 

脳卒中連携ネットワークについて 
 

海匝地区では、脳血管疾患は、県を標準化した死亡率が高い状況(資料１)にあ

るため、平成３０年から医療連携のテーマに「脳卒中連携ネットワーク」をと

りあげ、救急からリハビリ、地域移行までの課題を再整理し、解決に向けた取

り組みを検討しています。ネットワークでの全体イメージは(資料２)のとおり

です。 

論点を １「中核病院への早期受診・早期搬送」 

２「病院(回復期医療)との連携の見える化」 

３「長期療養者の医療連携」 

４「在宅復帰患者の外来フォロー」 

５「冬期感染症流行期の患者受け入れ」とし、取り組んでいます。 

今年度においては、昨年度同様、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響もあり、「脳卒中連携ネットワーク全体イメージ図」で示したもののうち、 

・ 「血栓溶解療法（t-PA）・血栓回収療法実績」 

・ 「脳卒中予後データ」 

について、進捗（令和３年度分データ提供）を示しました。 

 

 
・ 旭中央病院提供データを基に事務局にて作成。 

・ 脳梗塞による旭中央病院の入院患者数については、増加傾向。 

・ 血栓溶解療法（t-PA）施行実績については、患者数及び割合ともに増加傾向。 

・ 血栓回収療法施行実績については、患者数及び割合ともに増加傾向。 

 

・ 令和３年度における旭中央病院・イムス佐原リハビリテーション病院の退院 患

者データを基に事務局にて作成。 

・ 脳卒中予後について、在宅復帰率及び死亡率は昨年度と比較して大きな変化は認

められなかった。 

 

 

①  血栓溶解療法（t-PA）・血栓回収療法施行実績（資料 3） 

② 脳卒中予後データ（資料４ ） 

各治療の施行実績は全体的に増加傾向にあることから、今後も脳

卒中予後の改善に向けて情報共有を図っていくこととしたい。 

議題３ 



＜千葉県の死亡を100としたときの、各市町村死亡状況の標準化死亡比のマップ＞

出典：ちば県民保健予防財団HP
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令和3年度 脳卒中予後データ
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※ 回復期病床、一般・地域包括ケア病床をまとめた実績の内訳を示したもの（回復期病床予後を利用）
※※ 基本的には療養病床を持つ病院になるが、一部療養病床を持たない病院（急性期など）が含まれる。
グラフ中の数字は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳と計が必ずしも一致しない。
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